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　平成 24 年 5 月 12 日から 13 日の 2 日間において関西学院大学上ヶ原キャンパスにおいて行
われた動物心理学会第 72 回大会に参加した。発表題目や内容は以下の通りである。
　発表題目：ラットの強制水泳手続きにおける恐怖反応の再発に及ぼす影響
































は刺激 A と同様の手続きで訓練された刺激 B に対するレバー押し反応を抑制する条件性制止
子として機能した。この条件性制止の手続き後，回顧的再評価の手続きである条件性制止子と
連合した刺激に対する消去（i.e.，A）は，条件性制止子によって引き起こされる反応に影響を与
えなかった。もし回顧的再評価が生じているのであれば条件性制止によって引き起こされるレ
バー押しの抑制はなくなるはずであるがそうはならなかった。これらの結果は，道具的条件づけ
において回顧的再評価を確認するのは困難であることを示唆し，さらに，不適応行動の抑制に対
する条件性制止の有効性を示唆するものである。
